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「政策を推進するための仕組み」検討ワーキンググループ

１ 検討する具体的取組

【改革】Ⅲ仕組みの改革

【取組名】10 政策を推進するための仕組みの見直し

【具体的取組】①政策を推進するための新たな仕組みの構築

県の政策を推進するにあたり、評価の結果を踏まえ、どのように変革・

改善するのかを明確にするため、これまでのＰＤＳサイクル（戦略策定・

戦略展開・評価）をＰＤＣＡサイクル（計画・実行・評価・改善）に見

直すなど、新たな仕組みを構築します。

２ ワーキンググループの概要及び検討状況

【主担当課】総務部行財政改革推進課

【構成】公募職員２、現場担当者等５、アドバイザー１、主担当（行革担当）課２ 計１０名

【アドバイザー】統計数理研究所助教 朴 堯星（パク ヨスン）

【検討状況】

第１回（H24.4.27） ワーキンググループ設置の趣旨・目的等について

今後の進め方について

第２回（H24.5.10） 事務局・メンバーが考える現状と課題

第３回（H24.5.31） 課題の選定

先進自治体・企業のベンチマーキングについて

第４回（H24.6.22） 広聴広報・情報マネジメント、

県政のマネジメントのベース等の課題について

先進自治体・企業のベンチマーキング報告について

３ 現在検討中の課題等

○ＰＤＳサイクル間の連携について

・Ｐ、Ｄ、Ｓのそれぞれの仕組みが独立しているために、仕組み間の連携

が見えにくく、Ｄ→ＳやＳ→Ｐというつながりがうまくいっていない。

・現行の政策評価システムは「事業の改善点を導くための評価」と「事業

継続の是非の評価」といった２つの異なった評価軸を併せ持つ形となっ

ているが、特に「事業継続の是非の評価」については、うまく機能して

いない。

・評価したことが予算配分などにつながる道筋が見えず、職員にとっては

何につながる評価かがわかりにくいため、評価の効果を実感できず負担

感だけが募っている。
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○仕組みの輻輳や複雑化について

・職員にとっての評価は、政策評価システムだけでなく、経営方針実践方

策ので行う振り返りや、議会や監査によるチェック、包括外部監査、会

計検査院による検査、財政課による成果と確認の検証、昨年度行った三

重県版事業仕分けなど、数多くの類似機能があり、重複感を強く感じて

いる。

・みえ行政経営体系で構成されているそれぞれの仕組みは、個々に独立し

ているものも多く、作業が輻輳し事務負担が大きい。








